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1 はじめに

　近年，Webサービスが増加しており，ビジネス環境で活

用されている．これに伴い，Webサービス利用者のニー

ズが多様化し，複数の企業によるWebサービスを合成し

た複合サービスも生成され，提供されている．今後Web

サービスの増加が予想され，サービス利用者であるリク

エスタは自律的にサービスを調達し，Webサービスを合

成する必要がある [1]．そこで本研究では，リクエスタと

プロバイダが不特定多数存在するWebサービス市場にお

いて，互いの信頼性を確保しつつそれぞれの行動価値を

高めていくマッチメイキングモデルを構築する．ここで，

行動価値とはその相手と交渉することを行動とし，その

価値を表す指標とする．さらに，本研究での複合サービ

ス構築は二つのサービスを合成することを想定する．

2 事例
　今日，インターネット上に翻訳サービスや専門辞書サー

ビスなどの言語サービスがあり，またいくつかの言語サー

ビスを合成した複合サービスも存在している．今後，新

たな翻訳サービスや専門辞書サービスが生成され，同種

のWebサービスが増加すると考えられる．そこで，本研

究では日英翻訳サービスの提供者がWebサービスの品質

やそのサービスの評判を考慮して，新たに専門用語にも

対応した翻訳サービスを合成することを想定する．ここ

で想定するのは不特定多数の日英翻訳サービスと専門用

語辞書サービスの環境下でのサービス合成である．

3 関連研究
　複合サービス構築のためのマッチメイキングにおいて，

Kritikosら [2]は QoSを用いたマッチメイキングモデル

を提案した．しかしながら，将来的なWebサービスの増

加に加え，オープンな環境でWeb サービスを作成・公開

する基盤が広がる可能性を考慮すると，1対 1の環境下

のマッチメイキングは非現実的である．また，Webサー

ビス市場では新たなWebサービスが生成されるなど協調

的かつ動的にサービスが変化していくため，これらを考

慮したマッチメイキングモデルが必要である．
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4 提案
　本研究ではリクエスタとプロバイダの行動価値を高め

つつ，かつ互いの信頼性を確保したマッチメイキングを

行うモデルを提案する．以下の図 1にそのモデルを示す．

図 1: 提案モデル

このモデルでは，リクエスタとプロバイダの両者が提

供されたWebサービスの評価付けを行うことを前提と

し，その評価付けの値を評判と定義する．まず，リクエ

スタとプロバイダは自社が提供しているWebサービスの

QoSと各々の使用したことがあるWebサービスの評判

をエージェントに提示する．各々のリクエスタ，プロバ

イダエージェントはその QoSの標準化を行う．さらに，

Zhangら [3]が提案した手法で各々の評判を算出する．こ

れらの QoS値と評判をブローカエージェントに提示し，

ブローカエージェントは行動価値Q値を算出する．それ

を用いて Q学習 [4]を行う．更新回数がある一定の値を

超えたら終了とする．なお，あらかじめ虚偽のQoS値を

提示するプロバイダをランダムで生成する．

5 実験

5.1 実験設定

　本実験では，リクエスタ数，プロバイダ数を 50で行

い，更新回数を 50回とする．QoS項目の初期値は一様

乱数により生成し，コスト [50,150]，応答時間 [100,200]，

稼働率 [0.9,0.99]，信頼率 [0.5,1]である．Q学習のパラ

メータは学習率 α = 0.5，割り引率 γ = 0.8とする．以

上の条件で実験を行い，本モデルの性能を評価する．
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表 1: 更新回数ごとに日英翻訳サービス提供者に提示されるランキング
順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

更新回数 プロバイダ 07 44 37 13 32 22 19 31 30 24

0回目 行動価値 0.948 0.796 0.788 0.763 0.702 0.697 0.685 0.680 0.678 0.673

更新回数 プロバイダ 07 44 37 46 13 32 22 19 31 30

10回目 行動価値 0.948 0.796 0.788 0.728 0.702 0.697 0.695 0.685 0.680 0.678

更新回数 プロバイダ 07 44 37 46 32 31 06 13 22 19

20回目 行動価値 0.948 0.893 0.788 0.728 0.728 0.719 0.703 0.702 0.695 0.685

更新回数 プロバイダ 07 44 37 31 46 32 49 06 13 22

30回目 行動価値 1.353 0.893 0.788 0.739 0.728 0.728 0.708 0.703 0.702 0.695

更新回数 プロバイダ 07 44 37 32 31 49 06 46 39 13

40回目 行動価値 1.353 0.893 0.788 0.743 0.739 0.733 0.731 0.728 0.715 0.702

更新回数 プロバイダ 07 44 32 31 49 08 06 46 22 40

50回目 行動価値 1.818 1.226 0.881 0.777 0.750 0.731 0.731 0.728 0.726 0.726

5.2 結果と考察

5.2.1 信頼性の評価

本研究ではリクエスタ・プロバイダの評判を用いたモ

デルを提案した．そこで，正常と虚偽のプロバイダの行

動価値の動向を比較し，評判の効果を考察する．以下に

それぞれの行動価値の平均を表したグラフを示す．

図 2: プロバイダの行動価値

図 2では，更新回数毎に正常なプロバイダの行動価値

が上昇し，虚偽のプロバイダの行動価値は低下している．

各々の行動価値はリクエスタがマッチメイキングを行う

際の重要な指標であり，行動価値が低いプロバイダは選

ばれる可能性が低くなる．図 2の結果より，虚偽のプロ

バイダの行動価値が低くなっているので，リクエスタは

虚偽のプロバイダを選びにくくなりる．その結果，互い

の信頼性の確保が可能になると考えられる．

5.2.2 リクエスタ，プロバイダの行動価値

表 1は各マッチメイキング相手の行動価値の順位付け

を行い，Q値の更新回数でのマッチメイキング相手候補

の変動を表したものである．順位が高い程，取引の優先

順位は高くなる．表 1でのクライアントとはリクエスタ

12であり，マッチメイキング相手は全プロバイダである．

ここで着目すべきは，プロバイダ 49である．エージェン

トのマッチメイキングを始める前は，プロバイダ 49は取

引先候補の上位 10件のリストには入っていなかった．し

かし，更新回数 30回目から上位 10件のリストに掲載さ

れるようになり，それ以降は順位を上げている．これよ

り，本研究のエージェントモデルを導入することで，マッ

チメイキング前では埋もれていた相手を新たに発見する

ことができる可能性が分かった．

6 おわりに
　本研究では，リクエスタとプロバイダが不特定多数存

在するWeb サービス市場において，互いの信頼性を確

保しつつ，リクエスタ，プロバイダの行動価値を高めて

いくマッチメイキングモデルを構築した．しかしながら，

Webサービス上のマッチメイキングにおいて各項目の要

素に対して重視すべき要件や優先度，制約を考慮する必

要があり，それらを考慮したモデルの拡張を検討する必

要がある．さらに，本研究では二つのWebサービスに

よるWebサービス合成を想定したが，より多くのWeb

サービスを合成することを想定したマッチメイキングモ

デルの拡張の検討も必要であると考えられる．
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